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【研究方法】麻酔下で10週齢 ラ ッ ト脛骨 に直径
1mmの孔を開ける骨欠損モデルを作製 した。レー
ザー照射条件 を1日1回,40J,80J,120Jと設
定 し,照射 日程 により分け,無 照射を対照群とし
た。連続照射群は経皮的に脛骨へ毎 日3,7,14
日間照射 した。一方,休 止期間 を与えた群では
120Jで7日間照射後,7,14日間照射を休止 した。
試料は固定後に脱灰,包 埋,薄 切切片 を作製 し





照射開始3日 目では実験群 と対照群 ともに骨の形
成 は認められなかったが,7日 目になると新生骨
の形成が観察 され,そ の骨形成量は出力依存的に
増加 した。14日目では照射群は対照群 と比較 し
て骨形成量が減少 した。照射休止期間を与えた実
験 では,14日目で示 され た照射群の骨形成量の
増加 は,21日目になると両者に差は認め られな
くなった。7日 連続照射群における骨石灰化速度








か し14日間連続照射で骨形成 は減少 し,7日 間
連続照射群及び,7日 連続照射後休止期間を与え
た群では骨形成量が増加 していた。骨の治癒期間
を短縮 させ るためには,適 切な照射出力と照射期
間を考慮しなければならないことが明らかとなった。














質問に対 して申請者からは,論 文に記載 された











す るものと判断できる。従 って,一 次審査委員会
は提出された論文が学位論文としての学術的価値
を持つものであり,申請者 に博士(歯 学)の 学位
を授与できるものと判定 した。
